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安全のために

記号の意味

本書では以下の記号が使われています。それぞれの記号の意味をよく理解してから製品を取り扱ってください。

使用制限

本製品を航空機・列車・船舶・自動車などの運行に直接関わる装置・防災防犯装置・各種安全装置など機能・精度な

どにおいて高い信頼性・安全性が必要とされる用途に使用される場合は、これらのシステム全体の信頼性および安全

維持のためにフェールセーフ設計や冗長設計の措置を講じるなど、システム全体の安全設計にご配慮いただいた上で

当社製品をご使用いただくようお願いいたします。

本製品は、航空宇宙機器、幹線通信機器、原子力制御機器、医療機器など、きわめて高い信頼性・安全性が必要とさ

れる用途への使用を意図しておりませんので、これらの用途には本製品の適合性をお客様において十分ご確認のう

え、ご判断ください。

本書について

本書の目的

本書は、OFSC ドライバーを使用するための環境構築および、OFSC ドライバーのインストールに必要な情報を提

供することを、目的としています。

本書の構成

本書は次のように構成されています。

ご使用上、 必ず お守り いただき た いこ と を記載し て いま す。 こ の表示を無視し て誤っ た取り 扱い

を すると 、 製品の故障や動作不良の原因に な る可能性が あり ま す。

補足説明や知っ て おいて いただき た いこ と を記載し て いま す。

第 1 章  概要

第 2 章  環境の構築 - .NET

第 3 章  OFSC ド ラ イバー for .NET の イ ンスト ー ル

第 4 章  アン イ ン スト ー ル

第 5 章  サイレ ント イ ン スト ー ル
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第 1 章 　概要

1

概要
本章では、 製品の特徴および動作環境、製品を使用する前に必要な設定作業について説明しています。

特徴

OFSC ドライバーは、OFSC 機器標準接続規格に従って EPSON のデバイスを制御するためのドライバーです。 

本製品は、POS システムや Order Entry システムの中で使用することを推奨しています。

OFSC 機器標準接続規格については、下記 URL を参照してください。

http://www.ofsc.jp/

パッ ケージ構成

OFSC ドライバーは、以下のパッケージで構成されています。

OFSC ド ラ イバー インスト ー ラー (EPSON_OFSC_Driver_NET_Vx.xx.exe)
OFSC ドライバーをインストールするパッケージです。以下が含まれており、インストーラーで自動解凍されます。

 OFSC ドライバー

 UPOS ドライバー

OFSC ド ラ イバーマニュ アル (EPSON_OFSC_Driver_ NET_Manual_Vx.xx.zip)
OFSC ドライバーのマニュアルのパッケージです。マニュアルは PDF ファイル形式です。 

以下が含まれています。

 OFSC ドライバー for .NET インストールマニュアル

 OFSC ドライバー ユーザーズマニュアル

 OFSC ドライバー サンプルスタイルシート リファレンスマニュアル

OFSC ド ラ イバーサンプ ルプログラ ム 
 (EPSON_OFSC_Driver_ NET_Sample_Vx.xx.zip)

OFSC ドライバーを使ったサンプルプログラムのパッケージです。以下が含まれています。

 サンプルアプリケーション

 サンプルスタイルシート
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マニュ アル構成

OFSC ド ラ イバー インスト ー ルマニュ アル
インストールマニュアルには、Windows Java 用 / Windows .NET 用 / Linux Java 用があります。 

本書は Windows .NET 用です。 

本書では、OFSC ドライバーを使用する前に必要な環境構築の手順から、OFSC ドライバーのインストール / アン  

インストール方法、OFSC ドライバーを自動的にインストールするサイレントインストール機能の使い方を説明し

ています。

OFSC ド ラ イバー ユーザーズマニュ アル
OFSC ドライバーを使用する方法や、サンプルプログラムの環境構築および、使用方法を説明しています。

OFSC ド ラ イバーサンプ ルスタ イルシート 　リ フ ァレ ンスマニュ アル
サンプルスタイルシートを使って、印刷レイアウトを編集する方法を説明しています。

サンプ ルプログラ ム

アプリ ケーショ ン
アプリケーション開発者向けにサンプルアプリケーションを用意しています。

スタ イルシート
テーブル伝票、配膳伝票、オーダー伝票、レシートなどの各種サンプルスタイルシートを用意しています。

サポート デバイス

OFSC ドライバーは以下のデバイスをサポートしています。

*TM-T88V/TM-T70 に接続して使用します。

デバ イス インターフェ イス 用途

TM-T90KP Ethernet 伝票印刷 ( キッ チン、 フ ロ アー )

TM-T88V シ リ ア ル

パ ラレ ル

USB

Ethernet

レ シート 印刷

TM-T70

キャ ッ シュ ド ロ アー DK コ ネク タ ー * 会計 ( レ シート 印刷時 )
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第 1 章 　概要

1

動作環境

オペレーショ ンシステ ム

OFSC ドライバーサポート OS は以下のとおりです。

 Microsoft Windows 7 SP1 (32 bit)

 Microsoft Windows Vista SP2 (32 bit)

 Microsoft Windows XP SP3 (32 bit)

 Microsoft Windows Server 2008 SP2 (32 bit)

 Microsoft Windows Embedded POSReady 7(32bit)

 Microsoft Windows Embedded POSReady 2009

マシンスペック は、OS や Web サーバーの推奨スペックに従って使用してください。 

なお、本ドライバーをインストールするためには、ハードディスクの空き容量が 50 MB 必要です。

外部モジュ ー ル

■ Microsoft Windows 7 SP1

 .NET Framework 3.5 以上

 IIS（Microsoft Internet Information Services）

 POS for .NET v1.11

■ Microsoft Windows Vista SP2

 .NET Framework 3.0 以上

 IIS（Microsoft Internet Information Services）

 POS for .NET v1.11

■ Microsoft Windows XP SP3

 .NET Framework 2.0 SP1 以上

 IIS（Microsoft Internet Information Services）

 POS for .NET v1.11

■ Microsoft Windows Server 2008 SP2

 .NET Framework 2.0 SP1 以上

 IIS（Microsoft Internet Information Services）

 POS for .NET v1.11

■ Microsoft Windows Embedded POSReady 7(32bit)

 .NET Framework 3.5 以上

 IIS（Microsoft Internet Information Services）

 POS for .NET v1.12 

■ Microsoft Windows Embedded POSReady 2009

 .NET Framework 3.5 以上

 IIS（Microsoft Internet Information Services）

 POS for .NET v1.12
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OFSC ド ライバーを使うために

本製品をインストールする前に、環境を構築していただく必要があります。 

詳細は、11 ページ「環境の構築 - .NET」を参照してください。

他のドライバー / ユーティ リティ ーとの共存

OFSC ドライバーと共存できるドライバー / ユーティリティーは以下のとおりです。

ド ラ イバー / ユーティ リ ティ ー 共存の有無

APD 共存できません。

OPOS
共存できます。

TMFLogo

1．環境の構築
環境の構築は、お客様にて必要なソフトウェアの入手と環境を構築していただくものです。

以下のアプリケーションをインストールします。

 .NET Framework 2.0 SP1

 IIS（Microsoft Internet Information Services）

 POS for .NET 1.11

2．OFSC ドライバーのインストール

環境の構築後 OFSC ドライバーをインストールし、必要な設定をします。

(19 ページ「OFSC ドライバー for .NET のインストール」を参照 )

 OFSC ドライバーのインストール

 デバイスの登録

 デバイスの動作確認

 登録デバイスと WebService のペアリング設定
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第 1 章 　概要

1

IISのコネクショ ンについて

OFSC ドライバーでデバイス制御を行う場合の、コネクション保有条件は以下のとおりです。

（OFSC ドライバーの概要は、ユーザーズマニュアル１章「概要」を参照してください。）

 OFSC Stack にアクセスする URL 毎に 1 つのコネクションを確立します。 

例：httpx://XXX/OFSCStack/OFSCDeviceWebService.asmx, 

XXX の IP 毎に 1 つのコネクションを確立する

 OFSC Stack からデバイス制御を行う XMLPOS Bridge の数だけコネクションを確立します。

 イメージを印字する場合、1 つのコネクションを確立します。

コ ネク ショ ン例（コ ネク ショ ン数 6）

No.1 : 端末からアクセス 

端末は複数あっても、アクセスされる URL が同じであるため、1 つのコネクションが確立されます。 

例：httpx://192.168.1.1/OFSCStack/OFSCDeviceWebService.asmx

No.2 : OFSC アプリケーションからアクセス 

No.1 とは URL が異なるため、別のコネクションが確立されます。 

例：httpx://localhost/OFSCStack/OFSCDeviceWebService.asmx

No.3 : デバイスへアクセス 

デバイスごとにコネクションが確立されます。この例では、キッチンプリンター①、キッチンプリンター②、

レシートプリンターで 3 つのコネクションが確立されます。

No.4 : イメージファイルへアクセス 

複数のイメージファイルを印刷する場合でも、1 つのコネクションを確立。 

例えば、キッチンプリンター①が BMP1、キッチンプリンター②が BMP2 を印刷する場合でも、1 つのコ

ネクションが確立されます。印刷するイメージファイルや出力するデバイスの数には依存しません。

OFSC

OFSC POS

A

 

Ethernet

B

No.1

No.2
BMP1

No.4

BMP

No.3

http://192.168.1.1/...

http://localhost/...

XMLPOS
Bridge

OFSC Stack

UPOS

XMLPOS
Bridge

XMLPOS
Bridge
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制限事項

 Windows 7/ Vista/ XP/Embedded POSReady 7/ Embedded POSReady 2009 の場合、OFSC ドライ        

バーに同時に 10 以上のメッセージを送信しないでください。IIS の機能制限により、10 以上のコネクションが

確立できないようになっています。 

そのため、OFSC ドライバーをインストールするコンピューターに、Windows Server 2008 をお勧めします。

 OFSC ドライバーは Windows Java 用、Linux Java 用、および Windows .NET 用がありますが、1 つの OS に

対して、1 つの OFSC ドライバーだけをインストールしてください。

 OFSC ドライバーをインストール / アンインストールする場合、すべてのアプリケーションを終了させてから 

インストール / アンインストールを行ってください。

 デバイスを接続する場合、スイッチングハブを使用してください。 

スイッチングハブを使用しない場合、トラフィックの状況によってデバイスが ONLINE 状態でも OFFLINE と判

断される可能性が高くなります。

 新しいバージョンの OFSC ドライバーのインストール時に、旧バージョンの OFSC ドライバーがインストールさ

れている場合、旧バージョンの OFSC ドライバーをアンインストールしてからインストールを開始してください。
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第 2 章 　環境の構築 - .NET  

2

環境の構築 - .NET
本章では、OFSC ドライバーをインストールする前に必要な環境構築について説明しています。

構築手順

以下の手順に従って環境構築を行ってください。

3. POS for .NET 1.11 のインストール (17 ページ )

2. IIS（Microsoft Internet Information Services）のインストール

(13 ページ )

1. .NET Framework 2.0 SP1 のインストール

(12 ページ )
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.NET Framework 2.0 SP1
Windows XP の場合 .NET Framework 2.0 SP1 以上をインストールする必要があります。

その他の OS は、.NET Framework はインストールされています。

以下の方法で .NET Framework 2.0 SP1 をインストールします。

ダ ウンロー ド

以下から NetFx20SP1_x86.exe をダウンロードしてください。

URL: http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?familyid=79BC3B77-E02C-4AD3-AACF-A7633F706BA5&displaylang=ja 

インスト ー ル

.NET Framework 2.0 SP1 をインストールします。

1 NetFx20SP1_x86.exe のアイコンをダブルクリックします。

2 「セットアップへようこそ」 画面が表示されます。マイクロソフ トソフトウェア追加使用  

許諾契約書の内容を確認し、[ 同意する ] を選択します。同意後、[ インストール ] ボタン

をクリックします。

.NET Framework 2.0 SP1 がインストールされます。

3 「セットアップが完了しました」 画面が表示されます。[ 終了 ] ボタンをクリックします。

4 [ インストールを完了するには、コンピュータを再起動してください。] とメッセージが表

示されます。[ 今すぐ再起動 ] ボタンをクリックします。

コンピューターが再起動されます。

以上で、.NET Framework 2.0 SP1 のインストールは終了です

2 > 3 >

4 >
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第 2 章 　環境の構築 - .NET  

2

IIS(Microsoft Internet Information Services)
以下の方法で IIS（Microsoft Internet Information Services）をインストールします。

インスト ー ル

Windows XP/Embedded POSReady 2009 の場合

1 [スタート]メニューから[コントロールパネル] - [プログラムの追加と削除] - [Windows    

コンポーネントの追加と削除 ] を選択します。

2 「Windows コンポーネントウィザード」 画面が表示されます。「インターネットインフォ  

メーションサービス（IIS）」をチェックし、[ 次へ ] ボタンをクリックします。

画面の指示に従い、IIS をインストールしてください。

3 「Windows コンポーネントウィザードの完了」 画面が表示されます。 

[ 完了 ] ボタンをクリックします。

以上で、Windows XP/Embedded POSReady 2009 の IIS（Microsoft Internet Information Services）のイ      

ンストールは終了です。

2 > 3 >
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Windows Vista の場合

1 [スタート]メニューから[コントロールパネル] - [プログラム] - [Windowsの機能の有効    

化または無効化 ] を選択します。

2 「Windows の機能」 画面が表示されます。「Internet Information Services」をチェック   

し有効にします。[OK] ボタンをクリックします。

IIS がインストールされます。

以上で、Windows Vista の IIS（Microsoft Internet Information Services）のインストールは終了です。

Windows 7/ Embedded POSReady 7 の場合

1 [スタート]メニューから[コントロールパネル] - [プログラム] - [Windowsの機能の有効    

化または無効化 ] を選択します。

2 「Windows の機能」 画面が表示されます。「インターネットインフォメーションサービス」 

をチェックし有効にします。[OK] ボタンをクリックします。

IIS がインストールされます。

以上で、Windows 7/ Embedded POSReady 7 の IIS（Microsoft Internet Information Services）のインス       

トールは終了です。
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第 2 章 　環境の構築 - .NET  

2

Windows Server 2008 の場合

1 [スタート]メニューから[コントロールパネル] - [プログラムと機能] - [Windowsの機能    

の有効化または無効化 ] を選択します。

2 「サーバーマネージャー」 画面が表示されます。[役割]を選択し、[役割の追加]をクリック 

します。

3 「サーバーの役割の選択」 画面が表示されます。「Web サーバー（IIS）」をチェックします。 

[ 次へ ] ボタンをクリックします。画面の指示に従い、IIS をインストールしてください。

以上で、Windows Server 2008 の IIS（Microsoft Internet Information Services）のインストールは終了です。

「サーバーの役割の選択」 画面の前に、 「開始する前に」 画面が表示さ れる場合が あり ま す。 

「開始する前に」 画面が表示さ れた場合、 [ 次へ ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ま す。
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IIS と .NET Framework の関連付けの適正化

1 以下のコマンドをコマンドプロンプトで実行します。

ASP.NET(2.0.50727) をアンインストールします。

2 以下のメッセージが表示されます。

3 以下のコマンドを実行します。

ASP.NET(2.0.50727) をインストールします。

4 以下のメッセージが表示されます。

以上で、IIS と .NET Framwork の関連付けの適正化は終了です。

入力例 : C:\Windows\Microsoft.NET\Framework\v2.0.50727\aspnet_regiis.exe -u

ASP.NET(2.0.50727) のアンインストールを開始します。
....................
ASP.NET(2.0.50727) のアンインストールが完了しました。

入力例 : C:\Windows\Microsoft.NET\Framework\v2.0.50727\aspnet_regiis.exe -i

ASP.NET(2.0.50727) のインストールを開始します。
.............
ASP.NET(2.0.50727) のインストールが完了しました。
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第 2 章 　環境の構築 - .NET  

2

POS for .NET 1.11

以下の方法で POS_for_.NET_1.11.exe をインストールします。

ダ ウンロー ド

以下から POS_for_.NET_1.11.exe をダウンロードしてください。

URL: http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?FamilyID=8F06B072-06C1-4A4A-A128-83B8A651A25A&displaylang=en

インスト ー ル

1 [ スタート ] - [ コントロールパネル ] - [ プログラムの追加と削除 ] から、 

.NET Framework がインストールされているか確認します。

 Windows XP の場合：.NET Framework 2.0 SP1 以上のインストール

 Windows Vista の場合：.NET Framework 3.0 以上のインストール

2 POS_for_.NET_1.11.exe のアイコンをダブルクリックします。

3 「Microsoft POS for .NET」 画面が表示されます。[Install] を選択します。

4 「Customer Information」 画面が表示されます。必要な情報を入力し、[Next] ボタンを  

クリックします。

3 > 4 >
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5 「License Agreement」 画面が表示されます。 

内容を確認して [Accept] ボタンをクリックします。

6 「Installation Options」 画面が表示されます。[Typical] を選択して [Next] ボタンを 

クリックします。

7 「Summary」 画面が表示されます。インストール内容を確認して [Install] ボタンをクリッ 

クします。POS for .NET 1.11 がインストールされます。

8 「Installation Completed」画面が表示されます。[Finish] ボタンをクリックします。

以上で、POS_for_.NET_1.11.exe のインストールは終了です

5 > 6 >

7 > 8 >
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第 3 章 　OFSC ド ラ イバー for .NET の インスト ー ル  

3

OFSC ド ラ イバー for .NET の インスト ー ル
本章では、OFSC ドライバーをインストールするための必要な手順や設定について説明しています。

インスト ー ルの流れ

OFSC ドライバーのインストール時に行う作業は以下のとおりです。 

この手順は、標準的な環境構築の例です。EPSON が提供しているサンプルプログラムを動作させる場合は、 

「OFSC ドライバーユーザーズマニュアル」を参照してください。

新し いバージョ ンの OFSC ド ラ イバーの イ ンスト ー ル時に、 旧バージョ ンの OFSC ド ラ イバーが

イ ンスト ー ルさ れて い る場合、 旧バージョ ンの OFSC ド ラ イバーを アン イ ンスト ー ルし てから イ

ンスト ー ルを開始し てく だ さ い。

１．動作環境の確認 (20 ページ )

２章の環境の構築や設定がされていることの確認をしてください。 

動作環境が正しく構築されていない場合、OFSC ドライバーはインストールされません。

3．WebService の動作確認 (23 ページ )

2．OFSC ドライバーのインストール (21 ページ )

4．デバイスの登録 (24 ページ )

使用するデバイスを Setup POS に登録します。

5．デバイスの動作確認 (26 ページ )

デバイスが正常に接続されているか確認します。

５．登録デバイスと WebService のペアリング設定 (27 ページ )

SetupPOS の設定にあわせて、XMLPOSBridge WebService と OFSCStack WebService を編集

します。
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動作環境の確認

OFSC ドライバーをインストールする前に以下の確認をしてください。 

環境構築されていない場合、OFSC ドライバーはインストールできません。(11 ページ「環境の構築 - .NET」を参照 )

 .NET Framework 2.0 SP1 のインストール

 IIS（Microsoft Internet Information Services）のインストール

 POS for .NET v1.11 のインストール
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第 3 章 　OFSC ド ラ イバー for .NET の インスト ー ル  

3

OFSC ド ライバーのインスト ー ル

インスト ー ル

以下の手順で OFSC ドライバーをインストールします。OFSC ドライバーをインストールすると、UPOS ドライ

バーもインストールされます。

1 EPSON_OFSC_Driver_NET_Vx.xx.exe のアイコンをダブルクリックします。

「ユーザーアカウント制御」画面が表示された場合、[ 続行 ] ボタンをクリックしてください。

2 「InstallShield Wizard」 画面が表示されます。[ 次へ ] ボタンをクリックします。

環境が構築されていない場合、インストールするために足りないものを表示し、[ キャンセル ] ボタンのみ押

すことができます。

3 「使用許諾契約」画面が表示されます。 

内容を確認して " 使用許諾契約の全条項に同意します " を選択し、[ 次へ ] ボタンを 

クリックします。

OFSC ド ラ イバーの イ ンスト ー ルは必ず、 Administrator 権限を持つユーザーが行っ てく だ さ い。

2 > 3 >
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4 「使用するポートの選択」画面が表示されます。ポートの種類を選択します。 

[ 次へ ] ボタンをクリックします。

"Ethernet" は固定で選択されています。

5 「ファイルコピーの開始」画面が表示されます。 

設定内容を確認し、[ 次へ ] ボタンをクリックします。

6 OFSC ドライバーおよび UPOS ドライバーがインストールされます。

7 「InstallShaield Wizard の完了」画面が表示されます。[ 完了 ] ボタンをクリックすると、 

インストールが終了します。

以上で、OFSC ドライバーおよび UPOS ドライバーのインストールは完了です。

4 > 5 >

6 > 7 >
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第 3 章 　OFSC ド ラ イバー for .NET の インスト ー ル  

3

WebServiceの動作確認

以下の URL を入力し、WebService が稼動していることを確認します。

■ XMLPOSWebService の確認

URL: http://localhost/XMLPOS/XMLPOSWebService.asmx>

■ OFSCDeviceWebService の確認

URL: http://localhost/OFSCStack/OFSCDeviceWebService.asmx
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デバイスの登録

OFSC ドライバーで制御するデバイスを登録します。

プリンターは 17 台まで登録できます。それ以上制御したい場合は、弊社までお問い合わせください。

EPSON が提供しているサンプルプログラムの環境を構築する場合、あらかじめ定められた設定をする必要がありま 

す。設定値については、「OFSC ドライバーユーザーズマニュアル」を参照してください。

1 [SetupPOS] を起動します。

[スタート]メニューから[すべてのプログラム] - [EPSON OPOS for .NET] - [SetupPOS]を選択します。

2 「SetupPOS for OPOS.NET」画面が表示されます。[ 追加 ] ボタンをクリックします。

3 「設定」画面が表示されます。" 論理デバイス名 "、" デバイスカテゴリ "、" デバイス名 " を選

択し、[ 次へ ] ボタンをクリックします。

論理デバイス名は、お客様のシステムで判別できる任意の名称にしてください。

SetupPOS を実行する場合、 必ず管理者権限で実行し てく だ さ い。 管理者権限で ないユーザーで登

録し た登録デバ イ スは認識さ れません。

Windows 7/ Windows Vista/ Windows Server 2008/ Windows Embedded POSReady 7 の場合

[ スタ ート ] メ ニューから [ すべての プ ロ グラ ム] - [EPSON OPOS for .NET] - [SetupPOS] を選択       

し 、 右ク リ ッ ク し ま す。 [ 管理者と し て実行 ] を選択し て、 [SetupPOS] を起動し ま す。

管理者権限を持つユーザーでも 「管理者と し て実行」 を行 う必要が あり ま す。

 複数のデバ イ スを登録する場合、 " 論理デバ イ ス名 " を重複さ せないでく だ さ い。

 こ こ で登録する"論理デバ イ ス名"を、後ほ ど27ページ「登録デバ イ スと WebServiceのペアリ ン

グ設定」 にも 登録するので、 記録するこ と を お勧めし ま す。

2 > 3 >
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3

4 「接続形式」画面が表示されます。" ポートの種類 " を選択します。 

選択したポートの " 専用設定 " を指定し、[ 次へ ] ボタンをクリックします。

5 「共通設定」画面が表示されます。" レシート用紙幅 "、" 減色処理 "、" マルチバイト文字 

のサポート " を選択し、[ 終了 ] ボタンをクリックします。

6 「SetupPOS for OPOS.NET」画面にデバイスが登録されます。

7 [ 保存 ] ボタンをクリックし、設定を保存します。

以上で、デバイスの登録は完了です。

5 > 6 >
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デバイスの動作確認

CheckHealth を使用して、デバイスが正しく登録 / 接続されているか確認します。

1 プリンターがシステムに接続、電源オン、用紙が入っていることを確認します。

2 [CheckHealth テスト ] を起動します。

[ スタート ] メニューから [ すべてのプログラム ] - [EPSON OPOS for .NET] - [CheckHealth テスト ]       

を選択します。

3 「CheckHealth Test」画面が表示されます。 

プリンターを選択し、[CheckHealth] ボタンをクリックします。

4 「POSPrinter Service」画面が表示されます。[Print] ボタンをクリックします。

5 選択したプリンターから印刷できれば、正しく接続されています。

印刷できない場合、プリンターにエラーが発生していないことを確認し、SetupPOS でデバイスの設定を確

認してください。

以上でデバイスの動作確認は完了です。

3 >
4 >
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3

登録デバイスと WebServiceのペアリ ング設定

SetupPOS で登録したデバイスの設定に合わせて、XMLPOSBridge WebService と OFSCStack WebService  

を編集します。

SetupPOS で登録した論理デバイス名をペアリング設定することで、OFSC ドライバーが動作します。

SetupPOS で登録した論理デバイス名と違う名称を登録すると、デバイスは動作しません。

論理デバイス名は重複させないでください。重複した場合正常に動作しません。

XMLPOSBridge WebService の編集

[XMLPOSBridgeWebService.xml] を編集します。

[XMLPOSBridgeWebService.xml] ファイルのディレクトリーは以下のとおりです。

C:\Inetpub\wwwroot\XMLPOS

SetupPOS.exe で登録した論理デバイス名に合わせて、[XMLPOSBridgeWebService.xml] を編集します。 

論理デバイス名は 24 ページ「デバイスの登録」を参照してください。

編集例

SetupPOS.exe でデバイスを３台登録した場合

登録した論理デバイス名： 

デバイス１台目を UserPrinterA 

デバイス２台目を UserPrinterB 

デバイス３台目を UserPrinterC

[XMLPOSBridgeWebService.xml] の青字部分を登録した論理デバイス名に合わせて編集

サンプ ルプ ロ グラ ムを動作さ せ る環境を構築する場合、 OFSC ド ラ イバー イ ンスト ー ル時に登録

デバ イ スと WebService のペアリ ン グ設定は設定済みのため、 こ の設定を し ないでく だ さ い。

<DeviceInfo name=”POSPrinter”>
<Class>jp.co.epson.xmlpos.webservice.XMLPOSWebService</Class>

</DeviceInfo>
<DeviceInfo name=”POSPrinter2”>

<Class>jp.co.epson.xmlpos.webservice.XMLPOSWebService1</Class>
</DeviceInfo>
<DeviceInfo name=”POSPrinter3”>

<Class>jp.co.epson.xmlpos.webservice.XMLPOSWebService2</Class>
</DeviceInfo>

編集前

<DeviceInfo name=”UserPrinterA”>
<Class>jp.co.epson.xmlpos.webservice.XMLPOSWebService</Class>

</DeviceInfo>
<DeviceInfo name=”UserPrinterB”>

<Class>jp.co.epson.xmlpos.webservice.XMLPOSWebService1</Class>
</DeviceInfo>
<DeviceInfo name=”UserPrinterC”>

<Class>jp.co.epson.xmlpos.webservice.XMLPOSWebService2</Class>
</DeviceInfo>

編集後
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OFSCStack WebService の編集

[OFSCStack.xml] を編集します。

[OFSCStack.xml] ファイルのディレクトリーは以下のとおりです。

C:\Inetpub\wwwroot\OFSCStack

SetupPOS.exe で登録した論理デバイス名に合わせて、[OFSCStack.xml] を編集します。 

論理デバイス名は 24 ページ「デバイスの登録」を参照してください。

編集例

SetupPOS.exe でデバイスを３台登録した場合

登録した論理デバイス名： 

デバイス１台目を UserPrinterA 

デバイス２台目を UserPrinterB 

デバイス３台目を UserPrinterC

[OFSCStack.xml] の青字部分を登録した論理デバイス名に合わせて編集

これで OFSC ドライバーから、UserPrinterA/ UserPrinterB/ UserPrinterC を使えるようになります。

<DeviceInfo name="POSPrinter">
<Class>jp.co.epson.ofsc.xmlposio.OFSCDeviceOutputXMLPOS</Class>
<Port>http://localhost/XMLPOS/XMLPOSWebService.asmx</Port>
<Interval>1000</Interval>

</DeviceInfo>
<DeviceInfo name="POSPrinter2">

<Class>jp.co.epson.ofsc.xmlposio.OFSCDeviceOutputXMLPOS</Class>
<Port>http://localhost/XMLPOS/XMLPOSWebService1.asmx</Port>
<Interval>1000</Interval>

</DeviceInfo>
<DeviceInfo name="POSPrinter3">

<Class>jp.co.epson.ofsc.xmlposio.OFSCDeviceOutputXMLPOS</Class>
<Port>http://localhost/XMLPOS/XMLPOSWebService2.asmx</Port>
<Interval>1000</Interval>

</DeviceInfo>

編集前

<DeviceInfo name="UserPrinterA">
<Class>jp.co.epson.ofsc.xmlposio.OFSCDeviceOutputXMLPOS</Class>
<Port>http://localhost/XMLPOS/XMLPOSWebService.asmx</Port>
<Interval>1000</Interval>

</DeviceInfo>
<DeviceInfo name="UserPrinterB">

<Class>jp.co.epson.ofsc.xmlposio.OFSCDeviceOutputXMLPOS</Class>
<Port>http://localhost/XMLPOS/XMLPOSWebService1.asmx</Port>
<Interval>1000</Interval>

</DeviceInfo>
<DeviceInfo name="UserPrinterC">

<Class>jp.co.epson.ofsc.xmlposio.OFSCDeviceOutputXMLPOS</Class>
<Port>http://localhost/XMLPOS/XMLPOSWebService2.asmx</Port>
<Interval>1000</Interval>

</DeviceInfo>

編集後
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3

デバイス登録リ スト

論理デバイス名の初期値、およびサンプルプログラムで使用する論理デバイス名は、以下のとおりです。

27 ページ「登録デバイスと WebService のペアリング設定」では、青字の３つのデバイスを登録しました。

デバ イスカ テ ゴリ ー
論理デバ イス名

( 初期値 )
利用目的

想定デバ イス

T
M

-T
9
0
K
P

T
M

-T
8
8
V

T
M

-T
7
0

各
種

ド
ロ

ア
ー

POSPrinter POSPrinter ○ ○ ○

POSPrinter POSPrinter2 ○ ○ ○

POSPrinter POSPrinter3 ○ ○ ○

POSPrinter POSPrinter4 ○ ○ ○

POSPrinter POSPrinter5 ○ ○ ○

POSPrinter POSPrinter6 ○ ○ ○

POSPrinter POSPrinter7 ○ ○ ○

POSPrinter POSPrinter8 ○ ○ ○

POSPrinter POSPrinter9 ○ ○ ○

POSPrinter POSPrinter10 ○ ○ ○

POSPrinter POSPrinter11 ○ ○ ○

POSPrinter POSPrinter12 ○ ○ ○

POSPrinter POSPrinter13 ○ ○ ○

POSPrinter POSPrinter14 ○ ○ ○

POSPrinter KitchenPrinter キッチン用プリンター

( サンプルプログラムで使用 )
○

POSPrinter FloorPrinter フロアー用プリンター

( サンプルプログラムで使用 )
○

POSPrinter ReceiptPrinter レシート用プリンター

( サンプルプログラムで使用 )
○ ○

CashDrawer CashDrawer
キャッシュドロアー

( サンプルプログラムで使用 )
○

CashDrawer CashDrawer2 ○

CashDrawer CashDrawer3 ○
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4

アン インスト ー ル
本章では、OFSC ドライバーと UPOS ドライバーのアンインストールについて説明しています。

OFSC ド ライバーのアンインスト ー ル

以下の手順で OFSC ドライバーをアンインストールします。

1 [ スタート ] メニューから [ コントロールパネル ] - [ プログラムの追加と削除 ] を 

ダブルクリックします。

2 [EPSON OFSC Driver] を選択し、[ 削除 ] ボタンをクリックします。

3 ファイル削除を確認する画面が表示されます。[ はい ] ボタンをクリックします。

4 UPOS ドライバーをアンインストールするか選択します。

アンインストールの確認画面は、ＵPOS ドライバーがインストールされていないと表示されません。

5 OFSC ドライバーおよび ＵPOS ドライバーがアンインストールされます。

6 「アンインストール完了」画面が表示されます。 

[ 完了 ] ボタンを押すと、アンインストールが終了します。

以上で、OFSC ドライバーおよび ＵPOS ドライバーのアンインストールは完了です。

本書では Windows XP の画面で説明を し て いま す。他の OS を ご使用の場合は、読み換えて お使い 

く だ さ い。

OFSC ド ラ イバーを アン イ ン スト ー ルする前に、 コ ン ピ ュータ ーで行っ て い る他の すべての作業

を終了さ せてく だ さ い。

3 > 4 >

5 > 6 >
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UPOS ドライバーのアンインスト ー ル

以下の手順で UPOS ドライバーをアンインストールします。

1 [ スタート ] メニューから [ コントロールパネル ] - [ プログラムの追加と削除 ] を 

ダブルクリックします。

2 [Epson OPOS ADK for .NET] を選択し、[ 削除 ] ボタンをクリックします。

3 ファイル削除を確認する画面が表示されます。[ はい ] ボタンをクリックします。

4 UPOS ドライバーがアンインストールされます。

5 「アンインストール完了」画面が表示されます。 

[ 完了 ] ボタンを押すと、アンインストールが終了します。

以上で、UPOS ドライバーのアンインストールは完了です。

OFSC ド ラ イバーを アン イ ン スト ー ルする前に、 コ ン ピ ュータ ーで行っ て い る他の すべての作業

を終了さ せてく だ さ い。

3 >

4 >

5 >
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5

サ イレ ント インスト ー ル
本章では、サイレントインストールの方法について説明しています。

サイレ ント インスト ー ルとは ?

サイレントインストールとは、OFSC ドライバーと UPOS ドライバーを画面表示せずにインストールする機能です。

他のコンピューターに環境をコピーする際に使用します。

この機能は、インストールログファイル (Setup.iss) と OFSC ドライバーファイルを別のコンピューターにコピー

してコマンドから実行すると、コピー元のコンピューターのドライバー環境をコピーできます。

サイレントインストールの実行結果は、インストール終了時に作成されるログファイルから確認できます。 

(38 ページ「サイレントインストールの実行結果の確認」を参照 )

事前の環境の構築や、 OFSC ド ラ イバー イ ンスト ー ル後の設定フ ァイ ルのコ ピーは自動的に行わ

れないので、 ご注意く だ さ い。
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サ イレ ント インスト ー ルの流れ

サイレントインストールは、以下の手順で作業します。

1. インスト ー ルロ グフ ァイ ルの作成 (35 ページ )

5. サイレ ント インスト ー ルの実行 (37 ページ )

コ ピー元コ ンピュ ーター

4． 環境の構築 (11 ページ )

本書の 2 章に従って、環境を構築してください。

6. 設定フ ァイ ルのコ ピー (40 ページ )

コピー元のコンピューターの設定ファイルを、コピー先のコンピュー

ターの指定フォルダーにコピーします。

コ ピー先コ ンピュ ーター

3. コ ピーフ ァイ ルの用意 (36 ページ )

手順 6. 設定ファイルのコピーで使用するファイルを用意します。
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コピー元コ ンピュ ーターの作業

コピー元コンピューターでは、以下の作業を行います。

 インストールログファイル (Setup.iss) の作成 (35 ページ )

 コピーファイルの用意 (36 ページ )

インスト ー ルログフ ァ イル(Setup.iss) の作成

インストールログファイルを作成するには、OFSC ドライバーの Setup.exe にコマンドを付加して、インストール

する必要があります。作成方法には 2 つの方法があります。

 WINDOWS フォルダーに作成 (35 ページ「WINDOWS フォルダーに作成 : /r」を参照 )

 保存場所と、ファイル名を指定して作成 (36 ページ「保存場所と、ファイル名を指定して作成 : /r /f1」を参照 )

WINDOWS フォ ルダーに作成 : /r
"C:￥WINDOWS" にインストールログファイル (setup.iss) を作成します。以下の手順で作成します。

1 以下のコマンドを「コマンドプロンプト」などで実行してください。

>[EPSON_OFSC_Driver_NET_Vx.xx.exe ( フルパスで記述 )] [/r ]

2 「InstallShield Wizard」画面が表示されます。 

通常と同様にインストールします。(21 ページ「インストール」を参照 )

3 インストールが終了すると、インストールログファイル (setup.iss) が作成されます。

インストールログファイルの出力先は、"C:\WINDOWS" です。

Setup.iss フ ァイ ルの作成は、OFSC ド ラ イバーが イ ンスト ー ルさ れて いない環境で作成し てく だ さ

い。

入力例 : C:\OFSC\EPSON_OFSC_Driver_NET_Vx.xx.exe /r
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保存場所と、フ ァ イル名を指定して作成 : /r /f1
作成するインストールログファイルに、保存場所とファイル名を指定できます。以下の手順で作成します。

1 以下のコマンドを「コマンドプロンプト」などで実行してください。

>[EPSON_OFSC_Driver_NET_Vx.xx.exe ( フルパスで記述 )] [/r /f1][ 指定の保存場所とファイル名 

( フルパスで記述 )]

2 「InstallShield Wizard」画面が表示されます。 

通常と同様にインストールします。(21 ページ「インストール」を参照 )

3 インストールが終了すると、指定した保存場所とファイル名でインストールログファイル

が作成されます。

コ ピー フ ァ イルの用意

以下の設定ファイルのコピーを用意します。

* Windows XP/Embedded POSReady 2009 

< システムドライブ >:\Documents and Settings\All Users\Application Data\Microsoft\Point Of Service\Configuration

 Windows 7/ Vista/ Embedded POSReady7/ Server 2008 

< システムドライブ >:\ProgramData\Microsoft\Point Of Service\Configuration

フ ァイ ル名 場所

Configuration.xml OS によって異なります *

OFSCStackWebService.xml
< Web サービスインストールフォルダー >/OFSC

OFSCStack.xml

XMLPOSBridgeWebService.xml < Web サービスインストールフォルダー >/XMLPOS

入力例 : C:\OFSC\EPSON_OFSC_Driver_NET_Vx.xx.exe /r /f1”C:\OFSC\OFSC_setup.iss”
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コピー先コ ンピュ ーターの作業

コピー先コンピューターでは、以下の作業を行います。

 環境構築 (11 ページ )

 サイレントインストールの実行 (37 ページ )

 設定ファイルのコピー (40 ページ )

サ イレ ント インスト ー ルの実行

以下の方法で OFSC ドライバーおよび UPOS ドライバーのサイレントインストールをします。

1 OFSC ドライバー(EPSON_OFSC_Driver_NET_Vx.xx.exe) とコピーインストールログ

ファイル (Setup.iss) をコピー先コンピューターの同じフォルダーに移動します。

2 以下のコマンドを実行します。サイレントインストールが開始されます。

>[OFSC ドライバーのディレクトリー \EPSON_OFSC_Driver_NET_Vx.xx.exe( フルパスで記述 )] 

 [/s /f1][ コピーインストールログファイル名 ( フルパスで記述 )]

以上で、OFSC ドライバーおよび UPOS ドライバーのサイレントインストールは終了です。

事前の環境の構築や、 OFSC ド ラ イバー イ ンスト ー ル後の設定フ ァイ ルのコ ピーは自動的に行わ

れないので、 ご注意く だ さ い。

コ ピー先のコ ン ピ ュータ ーに、 以下の環境が構築さ れて い るこ と を確認し てく だ さ い。 

環境の構築方法は、 11 ページ 「環境の構築 - .NET」 を参照し てく だ さ い。

 .NET Framework の イ ンスト ー ル

 IIS （Microsoft Internet Information Services） の イ ンスト ー ル

 POS for .NET 1.11 の イ ンスト ー ル

イ ンスト ー ル結果の ロ グフ ァイ ル(Setup.log) の出力先と フ ァイ ル名を指定し て イ ンスト ー ルする

場合、 以下のコ マ ン ド を実行し ま す。

OFSC ド ラ イバーのディ レ ク ト リ ー \EPSON_OFSC_Driver_NET_Vx.xx.exe 

 /s /f1" コ ピー イ ンスト ー ルロ グフ ァイ ル名 ( フ ルパスで記述 )" 

 /f2" ロ グフ ァイ ルの出力先と フ ァイ ル名 ( フ ルパスで記述 )"

入力例 : C:\OFSC\EPSON_OFSC_Driver_NET_Vx.xx.exe /s /f1"C:\Epson\usr\Setup.iss" 

 /f2"C:\Epson\usr\OFSC_Setup.log"

入力例 : C:\OFSC\EPSON_OFSC_Driver_NET_Vx.xx.exe /s /f1”C:\EPSON\usr\Setup.iss”
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サ イレ ント インスト ー ルの実行結果の確認
サイレントインストールの実行結果は２つの方法で確認できます。

 OFSCInstallMessage.log で実行結果の確認 (38 ページ )

 Setup.log で実行結果の確認 (39 ページ )

OFSCInstallMessage.log で実行結果の確認

ログファイル (OFSCInstallMessage.log) から、サイレントインストールの実行結果を確認できます。

■ サイレントインストール成功時の内容の例

サイレントインストールが成功した場合、以下のメッセージが表示されます。

■ サイレントインストール失敗時の内容の例

サイレントインストールが失敗した場合、以下のメッセージが表示されます。

メッセージ内容を確認のうえ、対応してください。

ロ グフ ァイ ル(OFSCInstallMessage.log) は、 以下の場所に保存さ れま す。

C:\Program Files\Epson\OPOS for .NET

[SilenceMode Log Start]

2-3-2009 18:23:49 <INFORMATION>
サイレントインストールは正常に終了しました。

[SilenceMode Log End] 

[SilenceMode Log Start]

2-3-2009 18:23:49 <ERROR>
現在選択している機能をインストールするための空き容量が足りないド

ライブがあります。空き容量の足りないドライブからファイルを削除す

る、より少ない機能をローカルドライブにインストールする、または異

なるインストール先を選択してください。

[SilenceMode Log End] 
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Setup.log で実行結果の確認

ログファイル (Setup.log) にある "ResultCode" に整数値が表示され、その整数値からサイレントインストールの 

実行結果を確認できます。

■ ログファイルの内容の例

■ "ResultCode" の結果リスト

ロ グフ ァイ ル(Setup.log) は、 以下の場所に保存さ れま す。

 "/s /f1" コ マ ン ド で実行し た場合 : イ ンスト ー ルロ グフ ァイ ル(Setup.iss) と 同じ フォ ルダー

 "/s/f1/f2" コ マ ン ド で実行し た場合 : 指定フォ ルダー先の指定フ ァイ ル名

コ ー ド

( 整数値 )
結果内容

コ ー ド

( 整数値 )
結果内容

0 成功 -8 応答ファイルのパスが間違っています

-1 一般エラー -9 有効なリストタイプではありません

-2 モードが間違っています -10 データタイプが無効です

-3
指定されたデータが応答ファイルに見つ

かりません
-11

セットアップ中に不明のエラーが発生し

ました

-4 実行に十分なメモリがありません -12 ダイアログボックスに不具合があります

-5 ファイルが存在しません -51 指定したフォルダーを作成することがで

きません

-6 応答ファイルに書き込むことができませ

ん
-52 指定したファイルまたはフォルダーにア

クセスできません

-7 ログファイルに書き込むことができませ

ん
-53 選択したオプションは無効です

[InstallShield Silent]
Version=v7.00
File=Log File
[ResponseResult]
ResultCode=0
[Application]
Name=EPSON OFSC Driver for .NET
Version=1.00.0000
Company=SEIKO EPSON CORPORATION
Lang=0011



40

設定フ ァ イルのコ ピー

コピー元のコンピューターからコピー先のコンピューターに、必要なファイルをコピーします。 

以下の手順に従ってコピーしてください。 

1 コピー元のコンピューターからコピー先のコンピューターに以下のファイルをコピー 

（上書きコピー）します。

* Windows XP/Embedded POSReady 2009 

< システムドライブ >:\Documents and Settings\All Users\Application Data\Microsoft\Point Of Service\Configuration

 Windows 7/ Vista/ Embedded POSReady7/ Server 2008 

< システムドライブ >:\ProgramData\Microsoft\Point Of Service\Configuration

2 コピー先のコンピューターの SetupPOS を起動して、コピー元のコンピューターの設定

が反映されていることを確認します。

[スタート]メニューから[すべてのプログラム] - [EPSON OPOS for .NET] - [SetupPOS]を選択します。

3 [CheckHealth テスト ] からデバイスが正しく接続されているか確認します。

[CheckHealth テスト ] については、26 ページ 「デバ イ スの動作確認」 を参照し てく だ さ い。

以上で、サイレントインストール作業が完了しました。

コ ピー先のコ ン ピ ュータ ーに OFSC ド ラ イバーが正し く イ ンスト ー ルさ れて いないと 、 

本項で説明するフォ ルダーは作成さ れません。

フ ァイ ル名 場所

Configuration.xml OS によって異なります *

OFSCStackWebService.xml
< Web サービスインストールフォルダー >/OFSC

OFSCStack.xml

XMLPOSBridgeWebService.xml < Web サービスインストールフォルダー >/XMLPOS
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